
   
 
 
   

本校児童以外にも門戸を開いている NDET（ノートルダム英語検定試験）の最近の受験とその結果を 
ご紹介します。 
まず、今週の月曜日（14日）、きらら学園の園児 4人が単語検定にチャレンジしてくれました。 
グレードとお名前を紹介します。 
       ＊川上 晴紀くん（年中）4級合格 

＊山中 悠孔さん（年長）4級合格 
＊平田 愛佳さん（年長）4級合格 
＊山田創一朗くん（年長）4級合格   

  ４人ともスムーズに答えが出、点数は 80問中満点か２問以下の間違いといういい成績、何より発音が 
とてもきれいでした。練習の成果がよくあらわれていました。次回は３級にチャレンジして下さい。  

 
18日は名古屋からの受験生を迎えました。「第 2回 NDETの結果のお知らせ」でもご紹介した永谷 

梨奈さん（３才）です。お住まいが遠いため、これまで例外的に同時受験をしていただきました。昨年 
10月は単語検定４・３級合格、今年１月は単語２・１級と慣用句１級合格、そしてこの日は NDET最 
難関のパワー１級に挑戦して下さり、結果はみごと合格でした。 
パワーB検定は、児童英検合格をにらんだリスニングテストですが、梨奈さんは 30問中 26問正解、 

あらためて試験官と写真撮影の本校教師をうならせました。梨奈さんが受けた問題の一部をご紹介しま 
す。検定は、スクリーンに映し出される絵や写真を見ながら試験官の英語を聞き、４つの選択肢から正解を

選ぶというやり方です。 
    
    
                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 



 
 
 

 

 

 

 



 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  梨奈さんが間違えた４問のうち２問が Q１１と Q２４でした。 
季節の違いやカレーライスの材料などの問題は、仮に梨奈さんが帰国子女だったとしても、 
生活体験の点で３才児には無理でしたね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お母様へのインタビューから合格秘話を 
ご紹介します。 
 
「（パワーは）これまでの検定のようにはいかないと思っていました。それで、覚えた単語 
と慣用句を全部復習し、「児童英検」の問題集を買ってやらせてみました。児童英検も 
四択ですが、梨奈は最初、答えがわかっていても正解の番号に丸を付けられなかったり、 
付けられるようになっても、答えが 1番だと思ったら丸を付けてそのあとすぐ解答用紙に 
絵を書き始めたりしていました。何回も練習して、4番の最後の問題まで聞いてそれから 
丸を付けられるようになりました。練習はやっぱり大切ですね」  

            
      2005年度の NDETは 7月と 12月に予定しています。しかし、児童英検が年に３回あり、 
     第 1回は６月中旬ですので NDETパワー検定はその時期に合わせておこなうつもりです。 

詳しくは４月以降にあらためてお知らせいたします。 
 
 
 
 

 


